
 

 

涼やかでキュートなゆかたヘアメイク 2018 

 

今年も夏祭りや花火大会のシーズンが近づいてきました。そんな夏気分を一層盛り上げてくれるゆかたは、

ここ数年イベントに合わせた装いとしてだけでなく、手軽にいつもと違った自分になれるファッションとして若い

世代を中心に取り入れられ、日本の夏に欠かせない存在になってきています。今年の夏、ゆかたファッション

をより楽しむためにおすすめの、ゆかたヘアメイクと着こなしのポイントをご紹介します。 

 

 

＜2018年ゆかたヘアメイク 3つのポイント＞ 

 

1．トレンドカラーでアクセント 

青みがかったピンクやラベンダーで甘さの中にフレッシュ

感をプラスします 

 

2．トータルコーディネートのポイントはソフトコントラスト 

浴衣のレモンイエローに対し、ポイントメイクにはトレンド

カラーの青みピンクやラベンダーを合わせ、顔立ちを爽や

かに引き立てます 

 

3．シンプルデザインが涼やかさを誘う 

アイメイクの簡単テクニックと、襟足を上げたお団子スタ

イルですっきりとみせます 

 

 

＜2018年ゆかたヘアメイク HOW TO＞ 

 2018 年のトレンドを取り入れた、どなたでも手軽にチャレンジできる、ゆかたヘアメイクの HOW TO を資生堂 

トップヘアメイクアップアーティスト 鎌田由美子がご紹介します。 
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株式会社資生堂 

※お客さまからのお問い合わせは「資生堂お問い合わせ先 フリーダイヤル 0120-81-4710」でお受けしています。 

 

資生堂トップヘアメイクアップアーティスト 鎌田 由美子（かまだ ゆみこ） プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宣伝広告・CM 撮影、コレクションや女性誌のヘアメイク、ビューティーセミナー、化粧品開発

や美容法構築など幅広く活動している。ラグジュアリーと繊細さを表現する高い技術には、国内

外の多くの女優やモデルから支持が寄せられている。「和装では着物専門誌の撮影や、京都を

舞台に『ファッションカンタータ from 京都』の総合チーフをつとめ、『TOKYO KIMONO 

COLLECTION in日本橋』も手がける。 

著書「着物ヘアメイクの発想」、「CHANGE]（共に誠文堂新光社） 

着付け技能士 国家検定１級、全日本婚礼美容家協会 講師、日本フォーマル協会 講師 

特許「質感に基づく化粧法及び質感イメージマップ」、「横顔ファイナルゾーン」 

 



～ヘア～ 

① スタイリングしやすい状態へ整えるベーススタイリング剤を髪になじま

せて弾力を与え、毛先はアイロンでゆるくクセ付けをします。 

 

② 両耳の後ろから頭頂部までを直線で繋ぎ、図②のようにフロント部分と

バック部分に髪を分けます。 

 

③ 分けた髪を頭頂部の近くでそれぞれ結びます（図③-a）。フロント部分

は結び目より内側部分の髪を二つに割き、そこへ毛先から毛束をくぐら

せ、“くるりんぱ”でニュアンスをつけます（図③-b）。 

 

④ フロント部分とバック部分、二つの毛束をねじりながらまとめます。 

 

⑤ トップのバランスをとりピンで固定し、顔回りの髪のニュアンスを整え、 

スプレーで仕上げます。 

 

 

 

 

 

 

今年のゆかたトレンド 

段落の初めは全角スペースを空けます。フォントは全て MSP ゴシックで統一します。本文の文字サイズは

10.5ポイント。行数は 36～42行の範囲に収めます。特別な理由が無い限りカタカナ、ローマ字、記号は全角で、

1872 年など数字は半角。金額の数字は 1,980 円などカンマをうちます。余白は、左右は 20 ㎜、上はヘッダー

があるので－15㎜、下は 5㎜に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ② ③-a 

③-b ④ ⑤ 

ワンポイントアドバイス 

チェック柄の髪飾りとガラス玉のかんざしで涼やかな印象に 



～メイク～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ベースメイクは、リキッドファンデーションで肌を軽

く仕上げます。 

 

② フェイスパウダーとハイライトを使い、肌に明るさ

とツヤを与えます。 

 

③ 眉はパウダータイプで自然な太さのソフトな仕上

がりにします。 

 

④ 目もとは上まぶたの外側を目安にしてコーラルの

クリームアイカラーを。下まぶた全体にラベンダー

のクリームアイカラーですっきりとニュアンスを与

えます。 

 

⑤ マスカラを丁寧にまつ毛につけ、目もとをパッチリ

と仕上げます。 

 

⑥ ほおの高い部分にピンクのクリームタイプのチー

クをふんわりとぼかします。 

 

⑦ 唇にはツヤのあるピンクのリップで明るさを与え

ます。 

おすすめポイントメイクアイテム…PLAY LIST マルチペインター 

 絵の具のようなチューブ型で、顔の眉、まぶた、ほお、唇…とどこにでも使えるなめら

かなクリームタイプのマルチカラー。今回使用したラベンダーやコーラルの他、この夏新

色 2 色を追加し全 14 色（カラー13 色とクリア１色）のラインアップ。ぜひトレンドを踏まえ

た色を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 



■ご参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファッショントレンドの切り口から、イエローレモン柄のゆかたにラベンダーのチェック（格子）柄の帯、ガラス

の帯締めをあわせた、涼やかな印象のコーディネートをセレクトしました。夏祭りや花火大会だけでなく、お買

い物やお食事でもぜひお試しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年変わりなく人気が高いのは、紺地や白地のクラシカルな柄。この夏もやはりその傾向

は根強いですが、それとは別に、今年らしい旬なオーラを感じさせるのが透明感のある綺麗

な色です。レモンイエローやアップルグリーン、シトラスオレンジなどのフレッシュフルーツの

ような瑞々しい色遣いが、特に新鮮に目に映ります。ゆかたの地色はもちろんですが、王道

の紺地や白地にアクセントカラーとして使われているものも多く出ていますし、今まで持って

いるゆかたに新鮮なアレンジを加えたいなら、帯や帯留などの小物で取り入れても素敵では

ないでしょうか。 

盛夏の装いであるゆかたは、やはり涼やかさが身上。暑苦しくならないよう色数を絞った

り、アクセントに白を効かせたりすると見る人にも涼を感じさせるコーディネートに仕上がりま

す。暑いからといって衣紋を抜きすぎるとだらしなくなりがちなので、抜き具合を控えめにする

と清潔感もあり品の良い着姿になります。 

秋月洋子氏 

着物スタイリスト。2003 年フリーランスとして独立後、雑誌や書籍でのスタイリングと記事執筆の

ほか、TV ドラマ、CM、映画等でもスタイリング、着付けを手がける。着物まわりの小物ブランド『れ

ん』、オリジナルデザインの帯留『九九』など商品プロデュースの他、書家としての側面も持ち、自

筆の着物や帯のデザインも手掛けている。著書に『大人のおでかけゆかたコーディネート帖』（小

学館）、『大人のゆかたスタイルブック』（講談社）などがある。 

＜撮影協力＞ 

衣装（浴衣・兵児帯）：竺仙 

かんざし：金魚 NOBORU SHIONOYA 

＜2018年ゆかたトレンド・着こなしのポイント＞ 



参考資料① 

＜撮影に使用した、ゆかたメイクにおすすめの化粧品＞ 

肌 

PLAYLIST スキンエンハンシング リキッドファンデーション N10 

PLAYLIST スキンテクスチャーパウダー3D ライト 

ほお 

PLAYLIST スキンエンハンシング フェースカラー PKp11 

目 

PLAYLIST マルチペインター コーラル、ラベンダー 

ベネフィーク セオティ― マスカラ (アイロンカール) 

眉 

インテグレート ビューティートリックアイブロー BR631 

口もと 

PLAYLIST インスタントコンプリートグロッシー RSｂ31 

ネイル 

マジョリカマジョルカ アーティスティックネールズ（スピーディー&グロッシー） VI311 

インテグレート ネールズ N PK311 

インテグレート ネールズ N 01 

ヘア 

ステージワークス バウンシングプライマー 

スレージワークス ストラクチャーホールドスプレー 

 

 

参考資料②-a 

＜全国の主な夏祭り一覧＞ 

都道府県 祭り名 日程 

青森県 青森ねぶた祭り 8月 2日（木）～8月 7日（火） 

岩手県 盛岡さんさ踊り 8月 1日（水）～8月 4日（土） 

神奈川県 第 68回 湘南ひらつか七夕まつり 7月 6日（金）～7月 8日（日） 

新潟県 長岡まつり 8月 2日（木）～8月 3日（金） 

富山県 第 46回 ひみまつり 8月 4日（土） 

岐阜県 郡上踊り 7月 14日（土）～9月 8日（土） 

愛知県 豊橋祇園祭 2018 7月 20日（金）～7月 22日（日） 

滋賀県 第１４回 湖南市夏まつり 8月 4日（土） 

京都府 祇園祭 2018 7月 1日（日）～7月 31日（火） 

奈良県 奈良大文字送り火 8月 15日（水） 

鳥取県 第 54回 鳥取しゃんしゃん祭 8月 13日（月）～8月 15日（水） 

岡山県 第 18回 おかやま桃太郎まつり 8月 4日（土）～8月 5日（日） 

徳島県 阿波おどり 8月 12日（日）～8月 15日（水） 

香川県 第 53回 さぬき高松まつり 8月 12日（日）～8月 14日（火） 

高知県 第 65回 よさこい祭り 8月 10日（金）～8月 11日（土） 

福岡県 博多祇園山笠 7月 1日（日）～7月 15日（日） 

大分県 第 37回 大分七夕まつり 8月 3日（金）～8月 5日（日） 

沖縄県 第 63回 沖縄全島エイサーまつり 8月 31日（金）～9月 2日（日） 

 



参考資料②-b 

＜全国の主な花火大会一覧＞ 

都道府県 花火大会名 日程 打ち上げ数（予定） 

北海道 第 8回 北海道真駒内花火大会 7月 7日（土） 約 2万 2千発 

宮城県 第 49回 仙台七夕花火祭 8月 5日（日） 約 1万 6千発 

秋田県 全国花火競技大会 大曲の花火 8月 25日（土） 約 1万 8千発 

山形県 第 39回 山形大花火大会 8月 14日（火） 約 2万発 

福島県 第 40回 須賀川市釈迦堂川花火大会 8月 25日（土） 約 1万発 

茨城県 第 33回 利根川大花火大会 7月 14日（土） 約 2万発 

栃木県 第 104回 足利花火大会 8月 4日（土） 約 2万発 

群馬県 邑楽町町制施行 50周年記念 2018おうら祭り 8月 19日（日） 約 8千発 

埼玉県 第 69回 熊谷花火大会 8月 11日（土） 約 1万発 

千葉県 幕張ビーチ花火フェスタ 2018 7月 27日（金） 約 2万発 

東京都 第 41回 隅田川花火大会 7月 28日（土） 約 2万発 

石川県 第 33回 川北まつり北國大花火川北大会 8月 5日（日） 約 2万発 

福井県 第 69回 とうろう流しと大花火大会 8月 16日（木） 約 1万 3千発 

山梨県 市川三郷町ふるさと夏まつり 第 30回 神明の花火大会 8月 7日（火） 約 2万発 

長野県 第 70回 諏訪湖祭湖上花火大会 8月 15日（水） 約 4万発 

静岡県 ふくろい遠州の花火 8月 11日（土） 約 2万 5千発 

三重県 熊野大花火大会 8月 17日（金） 約 1万発 

大阪府 第 30回記念大会 なにわ淀川花火大会 8月 4日（土） 未定 

兵庫県 第 48回 みなとこうべ海上花火大会 8月 4日（土） 約 1万 5千発 

和歌山県 白浜花火大会 8月 10日（金） 未定 

島根県 松江水郷祭 2018湖上花火大会 8月 4日（土） 約 1万発 

広島県 福山夏まつり 2018 あしだ川花火大会 8月 15日（水） 約 1万 6千発 

山口県 関門海峡花火大会 2018 8月 13日（月） 約 1万 5千発 

愛媛県 2018 “おんまく花火” 継 ～つなぐ～ 8月 5日（日） 約 1万 4千発 

佐賀県 第 66回九州花火大会 7月 15日（日） 約 6千発 

長崎県 ハウステンボス 夏一番花火大会 7月 21日（土） 約 1万 8千発 

熊本県 玉名納涼花火大会 8月 3日（金） 約 1万発 

宮崎県 第 70回 みやざき納涼花火大会 8月 4日（土） 約 1万発 

鹿児島県 第 18回 かごしま錦江湾サマーナイト大花火大会 8月 18日（土） 約 1万 5千発 

上記日程は公開情報をもとに、6/26時点で当社がまとめたものです。最終的な日程などは、各主催者にご確認ください。 

 

参考資料③ 

「ゆかたで銀ぶら」（2018年 8月 5日（日））当日、当社関連施設で下記の特典をご用意しています 

施設名（所在地） 特典 

SHISEIDO 

THE STORE 

ゆかた着用でご来店の方に、ゆかたに似合うクイックヘアアレンジをご紹介します 

（所要時間約 20分／有料 500円） 

資生堂パーラー 

銀座本店ショップ 

ゆかた着用でご来店の方、先着 300 名さまに「資生堂パーラー」オリジナルうちわをプレゼ

ントします（配布開始 13時～） 

 


